私のマーク・トウェイン研究 by 井川  眞砂
私のマーク・トウェイン研究
著者 井川  眞砂
URL http://hdl.handle.net/10097/53668
最終講義「私のマーク・トウェイン研究」井川眞砂 
 2012 年 2 月 9 日 
 
1 
 
平成 23 年度 東北大学大学院国際文化研究科       
最終講義「私のマーク・トウェイン研究」  
井川眞砂（アメリカ研究講座） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
没後 100 年を迎えたマーク・トウェイン 
 Mark Twain (本名 Samuel Langhorne Clemens, 1835-1910) 
・生前 30 冊以上の著作を出版し、3～4,000 編の新聞雑誌記事を公表、さらには驚くべき量の遺稿
を未公刊のまま遺す。トウェイン自ら「文学遺産の箱」に入れた（1908.9.8）、“The Mysterious Stranger 
Manuscripts” もその「文学遺産の山」一つだという（ハースト、「文学遺産の箱」25）。「トウェインは自
分の＜文学遺産＞が、後世の研究者たちの関心事となることを、知っていたか、少なくともそれを漠然と
感じ取っていました。彼は自身の考えを、熟慮の末に、未完のままにした文学作品という形で残すことと
なったのです」（ハースト、「文学遺産の箱」25）。 
  
 ・「マーク・トウェインは、われらが同時代人 Mark Twain, Our Contemporary」 
Centennial of Adventures of Huckleberry Finn (1985); Racial Controversy in the United States 
over Adventures of Huckleberry Finn (1957-  ); Newly Found Huck Finn Manuscript (1990); 
The Oxford Mark Twain, 29 vols. (1996); Mark Twain, Florentine Films, PBS (2002);  
Autobiography of Mark Twain, Vol.1 (2010). 
  ・2010 年末までに『自伝』50 万部印刷：「マーク・トウェイン本人は、出版を 100 年ずらすことでこ
のようなブームが巻き起こると読んでいたのではないでしょうか」（ハースト、便り 2011.3.31）。 
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I. 晩年のマーク・トウェイン（『不思議な少年』考） 
  少年サタンは問いかける 
   ――世の中の滑稽な出来事を笑い飛ばせる日が来るだろうか 
 
Mark Twain‟s Mysterious Stranger Manuscripts（未完の 3 遺稿=トウェインの原作） 
1st version : “The Chronicle of Young Satan,” 1897.10-1900.8. 
2nd version: “Schoolhouse Hill,” 1898.11. 
3rd version: “No.44, The Mysterious Stranger,” 1902-1908. 
・マーク・トウェインの遺稿「不思議な少年」には、それぞれ異なる 3 種類の未完の物語が存在し、そ
のいずれにも、今日では人びとに広く知られた作中人物＜不思議な少年（the mysterious stranger）＞
が登場する。そのうちの１編「少年サタンの物語 （“The Chronicle of Young Satan”）」で活躍する＜不
思議な少年＞は、天国を追われた「悪魔
サタン
」 の甥だと称し、地球を訪れてオーストリアの片田舎に現れる
と、村の 3 人の少年と友だちになる。そして彼らに人類の歴史を示しながらそれを審判し、自分の物の
見方・考え方を伝授していくのである。本日は、その＜不思議な少年＞サタンの言説に注目することに
よって、彼が人類の歴史をどのように捉えているか、また王でも貴族でもない一般庶民をどう見ている
かを考察しようとする。それというのも、少年サタンが自ら唱える（ユーモアの感覚
セ ン ス
を使った）「笑いの
武器（“effective weapon laughter”）」の担い手に一般庶民が想定されているからであり、人類の歴史を
動かしうる存在として彼が抱く庶民への関心と期待（あるいは希望）がここに含意されているのではな
いかと思われるからである。そうであるとするならば、晩年のトウェインの歴史意識を探る上でそれは
重要な意味合いを帯びてくるのではなかろうか。（なぜなら、「暗い絶望に沈んだ晩年のマーク・トウェ
イン」といったトウェイン像がいまだ存続しているからである」＝遺稿によっていかなる新しい知見が
得られるのか） 
 
１．「少年サタンの物語」――きわめて良質な原石 
 
トウェインの死後出版された「偽造版」、いわゆる流布本、広く読まれてきた 
1) The Mysterious Stranger, A Romance. Eds. Albert B. Paine, 1916. 
  ペインの編集上の不正行為の事実を指摘 
2) Mark Twain and Little Satan. Ed. John S. Tuckey, 1963.  
  トウェインのオリジナル全 3 手稿(＝原作)の出版「マーク・トウェイン資料集
ペイパーズ
」シリーズの 1 巻 
3) Mark Twain‟s Mysterious Stranger Manuscripts. Ed. William M. Gibson, 1969. 
  3 手稿中、唯一結末を備えた第 3 手稿の出版「マーク・トウェイン叢 書
ライブラリー
」シリーズの 1 巻 
4) No.44, The Mysterious Stranger. The Mark Twain Library. 1982. 
 
・合衆国の読者：そうした事実は一般読者にまで広がることはなく、手軽に読めるペインの流布本を 
依然として読み続けたが、今後もその状況は続くだろうという。 
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 ・日本の読者：合衆国とよく似た現象が起こっている。中野好夫訳『不思議な少年』(岩波文庫、1969) 
は、実はペインの編集になる流布本の翻訳である。岩波書店は 1999 年の改版にあたり、新たに亀 
井俊介の解説を付してペインの編集上の問題について簡潔だが丁寧な説明をしている。亀井は 
ペインの編集に対して寛大な姿勢をとっているように思われる。ただ重要なのは、作者の遺稿を 
ペインが自由に編集したテクストである事実を読者に知らせたことであり、これが大事。翻訳は、 
そのまま変わらず中野好夫のペインの流布本。 
・日本における翻訳事情他 
1) 中野好夫訳『不思議な少年』岩波文庫、1969 年（初版以来 1998 年に 49 刷） 
2) 髙見眞砂「晩年のマーク・トウェイン（その１）――『不思議な少年』の編集上 
の問題点について」『英語英米文学論集』、1973 年。 
3) 渡辺利雄訳「不思議な少年」『世界文学全集 53』講談社、1976 年 
4) 中野好夫訳、亀井俊介解説 『不思議な少年』岩波文庫、1999 年（改版後も 2010 年現在 11 刷） 
1969 年の初版以来ずっと途切れることなく増刷りを重ね、この 40 年間にざっと 20 万部出版（岩 
波文庫編集部の本稿筆者への電話回答 2010 年 11 月 4 日）。 
5) 大久保博訳『不思議な少年 44 号』角川書店、1994 年。 
6) 山本長一・佐藤豊訳『ミステリアス・ストレンジャー44 号』彩流社、1996 年 
・ペインによる削除・修正の問題点                        
削除・修正は優に 100 箇所を超え、それは原作のたっぷり「4 分の１」（Hirst 202）に及ぶ。その問題点
は、私見によれば、大きく 7 点に分類・整理できる。 
   （１）ほとんどの章において大きく「つぎはぎ」されるため、物語の整合性を欠く結果になってい
る。（ex. 「少年サタンの物語」の結末に、第 3 原稿の「結末の章」が継ぎ木され、第 5 章と第 11 章は全
面削除される。）  
   （２）原作の時代設定の変更（＜1702 年の 5 月＞を＜1590 年の冬＞に変更）によって、重大な影
響を受ける。トウェインが意味深長に示唆する作中の時代や年号が、これによって、すべて修正ないしは
削除されざるを得ず、時代を指示するアイロニーはすっかり台無しになり、ことごとく「一般的で曖昧な
もの」（ブレヒト）になる。 
   （３）サタンによる具体的なキリスト教（主要にはカトリック教会や長老派教会）批判が、一般的
な曖昧なものに変えられる。 
   （４）＜王権を有するヨーロッパの盗賊たち＞（136）の戦争推進をサタンが痛烈に批判する箇所が、
みごとに削除あるいは修正される。（ex.  “All through the next century there will be wars―wars 
everywhere in the earth. Wars for gain―each on a crime on the part of the provoker of it.[. . .] An 
English queen will reign more than sixty years, and fight wore than sixty wars during her reign―
spreading civilization generously” (136 ; Gothic types added. All these parts were deleted by Paine.) 
   （５）時間と空間とを超越した力を有するサタン像形象化の狙いが不十分になり、まずは「真実の
語り手」として、ついで村の友だちを啓蒙する「プロメシウス」としての役割のうち、とくに啓蒙者とし
ての役割（いわゆる「絶望」とは逆のベクトル）が減じられる。                                                                                                                                                                                                                 
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   （６）「笑いの武器」の担い手に庶民を想定するサタンの考えが十分伝わらない。その結果、トウェ
インが庶民に寄せるひとすじの希望、含意される未来への展望もまた理解し難いものになっている。  
   （７）その他、大文字/小文字、ハイフン、イタリック体、表現や語法上の勝手な修正がある。小文
字の道徳観念（moral sense）を、すべて大文字(Moral Sense)に変更してしまうため、トウェインが大文
字と小文字を使い分け、小文字の道徳観念によって文字通りの「善悪を区別する人間の能力」を、大文字
によって、「既成の道徳観念」を指示するその意図が無視されてしまう。 
 以上のようなペインの編集上の勝手な操作・改変により、トウェインの「痛烈な諷刺」が概ね「無害な空想
ロ マ
小説
ン ス
」仕立てに、すなわち読者がより受け入れやすいものへと変質。しかし個々の問題点については、必
ずしも十分な議論がなされてきたとは言えず、そのひとつに「庶民」（common people）に対するサタンの
考え方が誤解されてしまいかねない点がある。本論では、少年サタンが表明する一般庶民への関心と期待
をトウェインの原作から復元し、サタンが語り手に問いかける言葉「世の中の滑稽な事柄を笑い飛ばせる
日が来るだろうか」の意味を検討しようとする。 
 
2．「僕は天使
エンジェル
だよ」 
「少年サタンの物語 “The Chronicle of Young Satan”」 
・執筆の時期 1897.10-1898.1; 1899.5-10; 1900.6-8.＝19 世紀末 
              世界一周講演旅行を終え、その旅行記『赤道に沿って Following the Equator』を執筆後、 
       から巨額の借財を返済して合衆国に帰国する直前までの時期 
・『赤道に沿って』と「旅行中のノートブック」と「少年サタンの物語」に共通する皮肉な調子
ト ー ン
 
       「世の中には滑稽な事柄がたくさんある。自分たちの方が未開人より啓けていると思う白 
人の考え方もそのひとつである」（『赤道に沿って』 213） 
・サタンは「 悪 童
バッド・ボーイ
天 使
・エンジェル
」（Cox, 275） 
・「ねっとりした冷たい手をした」（44）幽霊にあらず 
・「なかなかの美少年である上に、ほれぼれするような顔立ちであり、声もよくて気持ちいい」（45）＊ 
→トウェインは物語の主人公に幽霊ではなく天使を選ぶ＝本物語を執筆する作者の姿勢と決意の表れ 
（晩年のトウェインに関しては、ややもすれば暗さが強調される傾向にあるが、明るさと魅力を備えたこ
の天使の性格は特筆されてよいだろう。サタンは村の少年たちばかりか読者をも魅了する明るさと魅力を
もち、物語の主調を形成する。世界の不合理を笑い飛ばし、成長期の村の子どもたちに根気強く語りかけ
る少年天使。彼は「真実の語り手」であり、「啓蒙者」、また作者の代弁者。 
 
3．王様のために働き、血を流し、必要とあらば身代りに死ぬ 
 語り手（テオドール）＝村の教会のオルガン奏者の息子。 
物語を語る現在＝すでに老人 
語り手は、エーゼルドルフ(=ドイツ語で「愚か者の村」の意)でのイノセントな少年時代を振り返り、少
年サタンと出会った忘れ得ぬ体験を、人生経験を積んだ今日の観察眼から、時にはアイロニーを織り交ぜ
て語っていく。舞台は 1702 年 5 月。オーストリアは「世界から遠く離れて、眠りこけ」（35）ており、村
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人たちは、もっぱら善き＜カトリック教徒＞になるように、そして「王様をたいそう敬い」、＜王様のため
に働き、血を流し、必要とあらば身代りに死ぬ＞(=削除)ようにと教えられる。こうした一般庶民の暮らし
について、語り手は不満や批判を述べるわけではない。だが、アイロニーが十分加味された物語冒頭部の
語りは、一般庶民のおかれた状況、オーストリア社会の階級体制を明瞭に伝えるもの。 
・「＜神父が言うには、＞(=削)庶民にとって知識を得ることはよくない」 
・労働時間が 1 日 15 時間のフランスのとある工場で働く兄弟姉妹（⇔工場主は金持ちで、敬虔で、尊い） 
・働く連中＝その賃金で神父を肥え太らせてやっている。「神父のために働かなくてはならんのだ」 
・サタンは批判する対象を選ぶ。「王様」「古い家柄の貴族」「工場主」「神父たち」であり、 一般庶民と
階級的に対立関係にある人びと。一方、工場で働く一般庶民をサタンは「罪もない価値ある人間」と呼
ぶ。トウェインの階級意識が読み取れる。 
・このような激しい道徳的批判にさらしたり、苛烈な諷刺的軽蔑を投げつけたりする笑いは野蛮な諷
刺、「ユーモアのある笑い(humorous laughter)」とは截然と分ける（ジェイムズ・Ｍ・コックス、トウ
ェインにとっては「ユーモアのある笑い(humorous laughter)」が大事だと考えるようだ。）サタンの笑
いは、｢諷刺的な笑い(satiric laughter)｣（Cox 286）であり、諷刺という野蛮なアイロニーを行使するも
のだ、と。その結果、「マーク・トウェインのユーモア」を失ったサタンの物語は、トウェインの著述の
最期を皮肉な結末にしたと、彼の著書『マーク・トウェイン――ユーモアの運命』において結論づける
（286－87）。（トウェインの原稿のもともとの状態を考えれば流布本は「じつにすばらしい出来ばえで
ある」とコックスは考えるため、ペインによる「無害なロマンス」をよしとするようである。） 
 
４．「戦争でいったい誰がもうけるというのかい」――国王や貴族だけじゃないか 
 サタンは「たびたび未来の歴史を引き寄せ」、＜いまから 2 世紀後＞の世界、すなわち（トウェインが）
本テクストを執筆している現在(=1900 年)を語り手に示す。 
   
  いまから 2 世紀後には、キリスト教文明は最盛期に達し、君主制はなお存続する……イギリスは桁はず
れに強大になり、かつてどの国も浴したことのない最高の栄誉を手に入れるよ。だがその栄誉も、たっ
た一つの恥ずかしい小さな戦争で失ってしまい、戦争の悪臭と汚れとを永遠にイギリスに齎すようにな
るんだ。一握りの金持ち山師を喜ばせるために、イギリスの政治家は、ほんの小さなキリスト教農業国
の 2 カ国に喧嘩をしかけ、その 6 つの村に、まだどこの国へも攻め入ったことのない最強の軍隊をおく
って小さな国を押し潰し、その国の独立と領土を奪い去る。イギリスはこの行為が誇りうることだと大
騒ぎして言い訳の宣伝をするのだが、心の奥では恥入り、かつては自由と栄誉と正義の旗だったのに今
や掠奪者の象徴になってしまった穢れた国旗のために嘆くのだよ。（156、傍線箇所の全文をペインは削
除。「いまから 2 世紀後」の「恥ずかしい小さな戦争」とは、ボーア戦争[1899-1902]を示唆する。） 
 
  ＜ヨーロッパのキリスト教徒の掠奪者たち＞(＝削除)の批判で終始するわけではないサタンは、一般庶民
にとっての戦争の意味を問い、庶民にとって戦争が何の役に立つのかと地上の友人に考えさせようとす
る。戦争で儲けるのは「一握りの強奪者、国王や貴族だけじゃないか」と説く。一般庶民が、やはり、
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王や貴族と階級対立的な関係にある点を語り手に考えさせる。同時に、サタンは庶民があまり賢いとは
言えない点、いまだに愚かなままであり、王や貴族を恐れ、臆病なまま彼らに媚びている点を指摘し、
友人を啓蒙し続けるのである。 
 
５．「世の中の滑稽な事柄を笑い飛ばせる日が来るだろうか」――笑いの武器の提唱 
・サタンが展開するユーモア論議（トウェインの「ユーモアの感覚
セ ン ス
」のほとんど唯一の定義[Cox 286]） 
「ユーモアの感覚
セ ン ス
」とは、「世の中の滑稽な事柄に対する認識力/感覚
セ ン ス
」。 
「高級な滑稽」を笑い飛ばすことこそ意味がある。 
 高級な滑稽の具体例：宗教や王権や貴族階級といった滑稽 
＜世襲制の王権や貴族階級について言えば、これほど滑稽なものは他にないよ。だけど、それに 
気づいているのは王族と貴族たちだけなんだからね＞（165＝削除）、とサタン。 
・（ジェイムズ・Ｍ・コックスには、サタンのそうした感覚
セ ン ス
は「まったくユーモアの感覚ではないので 
あって、それは諷刺の感覚である」（286）。こうしてコックスは、サタンの笑いをハンク・モーガン 
の世界につなげるとともに、ハック・フィンの笑いと無関係だとする。） 
  ・サタンの認識は村の少年たちにどこまで伝授できたのか。 
語り手の認識の変化とその成長ぶりを見ることによって、それが分かる。 
語り手の成長ぶりこそ本物語にとって肝要であり、オリジナル原稿を復元のすることの重要な意味 
以下はペインの全文削除箇所から復元。 
 
 サタンとの付き合いの中で、私の考えは影響を受けていた。もちろんサタンの方が強力な人格を持
っており、私のは弱かった。だから私は、彼の方こそ正しいのだと考えがちであった。けれども私
はそれを言いはしなかった。ただ、私は私たち人類は進歩している最中なのであって、いまは理解
することができない多くのことも、理解することができるようなところまで、やがてはそのユーモ
アの感覚も成長するだろうとだけ言ったのだった。（165、下線部の全文削除） 
 
・「人類は進歩している最中」であって、「やがてはそのユーモアの感覚も成長するだろう」とサタンに応
答する語り手。こうした認識を「暗い絶望に沈んだペシミズム」によって説明するのは難しいだろう。 
・「世界から遠く離れて、眠りこけていた」村の少年の認識が、このように大きく変化するさまをトウェイ
ンは描く。それはまるで、アメリカ西部の田舎町で少年時代を過ごしたトウェイン自身の認識が、後年大
きく成長した様を振り返るかの如くである。本物語を執筆していたこの時期、トウェインは自伝の執筆を
開始しており、ミズーリの少年時代を思い起こしていたという。その意味では、語り手も作者と大きく重
なってこよう。ペインが全文削除するこの部分に、語り手の認識の成長、それを齎すサタンの役割、そし
てトウェインの執筆姿勢を読み取ることができるだろう。今や語り手はサタンの方こそ「正しい」と考え
がちであり、「やがては」人びとの「ユーモアの感覚
セ ン ス
も成長するだろう」と少年なりに人類の未来を予測・
展望するのである。 
・サタンによる「笑いの武器」提唱 
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 サタンの方でもそうした人類の未来を予測して語り始める。サタンは未来の歴史を手繰り寄せ、「笑いの
武器」の有効性を歴史上「今世紀中」（＝18 世紀中）に実現する事例から例証する。（しかしその具体的な
例示は、ペインによって削除される） 
 
          人間がこれらの幼稚な愚かさを見破り、笑い飛ばしてしまう――つまり、笑い飛ばすことでそれら
を一挙に無くしてしまう日が来るだろうか。というのは、君たち人間は、貧しいけれども明らかに
ひとつだけ、これはじつに強力な武器を持っている。つまり笑いだよ……たったひと吹きで強大な
嘘を粉みじんに吹き飛ばしてしまうことができるのは唯一＜笑い＞（Laughter）だけなんだ。＜笑
い＞におる攻撃に立ち向かえるものは何もない。それなのに君たち人間はいつも笑い以外の武器で
騒がしく戦っている。君たちはこの笑いの武器を使ったことがあるかい。いや、あるもんか。いつ
も錆びつかせて放ったらかしにしているだけじゃないか。いやしくも人間としてこの武器を使うこ
とがあるかい。いいや、あるもんか。そんな分別も勇気もないんだ。やがて、たったひとりでも英
雄が現れ、その笑いの武器を使って一撃を喰らわせる日が来れば、おいぼれぺてん師も滅びるんだ
よ。今世紀中に、ロバート・バーンズという百姓が長老派教会を笑いの武器で打ち負かし、スコッ
トランドを教会の束縛から解き放つよ。（165‐66、傍線箇所はペインによる削除部分[具体的な固
有名詞標記は、大抵削除される。ここではロバート・バーンズやスコットランド]。＜ ＞内は大文
字標記協調箇所、ただしペインは小文字に修正。） 
 
・サタンの熱弁：笑いの武器について 
  まず、「ユーモアの感覚」によって世の中の滑稽な事柄・愚かさを見破り、 
  それを笑いの力で吹き飛ばせ、という。 
  銃を武器にする戦争ではなく、笑いの力を活用して、それを武器にせよ、という。 
・サタンの予告：近い将来、スコットランドで、起こるはずの歴史上の事例 
＝笑いの武器を使う人、武器の担い手は「百姓」（＝ロバート・バーンズ） 
笑い飛ばす対象＝スコットランドの「長老派教会」 
    その成果＝スコットランドのその地域を「教会の束縛から解き放つ」 
    そんな事態が近い将来実現するよ、とサタンは予告するのである 
    その限りにおいて、サタンは、笑いの武器を使った解放の日が近いことを告げている。 
・つまり、サタンも語り手も、ともにそうした日がやがて来ると見通しているのである。 
  こうした認識は、サタンが語る「君たち人類の進歩は満足なものだとは言えない。今こそもう一度新 
たに出直すべきときだ」（134）という認識に符合する。 
 
・だがその直後、サタンが語り手のそうした未来への予測にブレーキをかける行為は示唆的である。 
 
   「もう一度たずねるが、ユーモアを理解する君たち人間の能力が成長して、法王の無謬性とか神を     
劣位者にする法王の威光といった滑稽な事柄を見抜ける日が来るだろうか」 
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   「来ると思うよ」 
   「いつだね」 
   「うーん、僕が生きている時代ではないけれど、たぶん、1 世紀後には何とか」 
   すると新聞が一部、サタンの手の中にぱっと現れた。 
   「２世紀後でも無理だよ」と彼は言ってのけ、次のように続けた。「僕がそれを証明しよう。今から 
2 世紀後に、イタリア王が暗殺される。（166、ゴシックはトウェインによる大文字表記、傍線部は 
ペインによる削除部分。） 
 
・語り手：いまや自らの頭で一定の判断ができる、 
    ：現在は見抜けぬ多くのこともやがては見抜ける日が来ることを展望できる、 
    ：その未来を 1 世紀後と予測する 
・サタン：語り手の予測をあっさりと打ち消し、「2 世紀後でも無理だよ」と言う 
    ：「やがて」その日が来るにしても、それはすぐに来るわけではないと教えたいのかもしれない   
    ：主観的な願望像によって現実を置き換えるわけにはいかない（「今から 2 世紀後」の新聞を広げ、 
     イタリア王ウンベルト 1 世暗殺事件[＝1900 年]で露呈した「法王の無謬性」という滑稽な事柄 
     に人びとがいまだ気づかないことを示して見せる 
・本テクスト執筆の現在＝1900 年、トウェインが見るところ、人びとにまだそれを見抜く眼力はない 
＝執筆当時のトウェインの時代認識であったろう。 
・現実を願望像と置き換えることを拒む時、現実への批判が始まる 
  （19 世紀末、合衆国はヨーロッパ列強とともに植民地争奪戦に加わる、中国へも宣教師を派遣 
そうした現実に目を向けるならば、その暗澹たる様を嘆き、憤らざるを得ないのではないか。 
・トウェインは少年サタンに彼の嘆きや憤りを代弁させている。 
・サタンの怒りの表現＝ピーター神父を狂人にさせてしまうほどの怒り 
 「正気でしかも幸福だなんていうことが絶対にあり得ないっていうことくらい、君にも分からないのか 
なあ。正気の人間で幸福だなんてことはありえないんだよ。つまり正気の人間にとっては、人生は現実
なんだ。現実である以上どんなに恐ろしいものであるかはいやでも分かる。狂人だけが幸福になれるの
さ」（163‐64）とサタンは言う。 
・「2 世紀後でも無理だよ」という言葉自体に未来があるわけではない。しかし永久に無理だと言っている
のではない。底に含意されるのは、こうした愚かさが永久に続くことはあるまいとする認識ではないか。 
・この段階で、サタンと語り手の対話はさらに次のステップへとすすむのであるが、サタンは人類の歴史
を 100 年、200 年のスパンで考えているのであり、そもそもそうした思考方法それ自体にこそ意味がある
だろう。そして今や語り手も 100 年後の未来を予測しているのである。 
・だが、作者がこれを執筆しているいま現在はまだ、人びとが笑いの武器を行使しえてはいない――それ
が現実である。トウェインの時代認識はそうしたところにあったのではないか。彼にとってはその現実歯
がゆくもあり、情けなくもあり、また苛立たしくもあったかもしれない。それでも彼の胸中には、少年サ
タンに代弁させたような、庶民の力の成長にひそかに期するものがあったのではないか。トウェインのオ
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リジナル原稿「少年サタンの物語」から、晩年のトウェインが庶民に託したひとすじの希望が読み取れる
ように思われる。 
 
・トウェインを歴史の中で読むとは、その晩年を当時の歴史状況の中で見るというだけでなく、トウェイ
ンの現実認識や歴史意識がどのように形成され、成長していくのかそのプロセスも見たい。 
・“And when a critic said by implication that it wasn‟t high and fine through the remark „High and Fine 
literature is wine‟ I retorted (confidentially to my self,) yes high and fine literature is wine, and mine 
is only water, but everybody like water.” (Mark Twain‟s Letter to William Dean Howells, Feb.15, 
1887.)「高尚で立派な文学は葡萄酒であり、私のはただの水にすぎない。しかし水こそ誰もが飲むもの
である」（ハウエルズへの手紙、1887 年 2 月 15 日）。「自分の文学に葡萄酒の芳醇さはありません、それ
はほんの本の水にしか過ぎないのですと謙遜しながらも、誰もが飲む水の真の力を力説して[やり返し]、
己の文学の自負を示す。そうした姿勢こそが、豆腐の文学の権威たちに対する彼の姿勢そのものだった
といえるのではないか。一方、その同じ言葉を一般読者に向けて言うならば、それは水を飲む一般大衆
への共感と親しみを表す言葉として響いてくる。トウェインは自己の作品の読者対象を「普通の人びと」
に置き、そうした「人びとによくわかるように」（『赤道に沿って』）書いた。それが彼のつねに変わらぬ
姿勢だった」（井川眞砂、事典 34）。 
 
II. Mark Twain Papers & Project での資料公開方針・集団主義による編集出版活
動――未公刊遺稿によるトウェイン研究の新たなひろがり 
・貴重な資料を誰が利用するのか 
     ・どの資料を出版するのか 
  トウェインの文学遺産管理人 
1. Albert B. Paine (editor, 1910-37)：トウェインの公認伝記作家；自分以外の資料の利用を禁ず 
2. Bernard DeVoto (editor, 1938-46)  Harvard University：資格のある研究者にはじめて利用可 
3. Dixon Wecter (editor, 1947-50)  The Bancroft Library, University of California Berkeley: 他の
研究者たちにあまり利用させず（自己のプロジェクト「トウェイン伝」が未完の間は閉鎖的） 
4. Henry Nash Smith (同 1953-64, 79-80)：集団で定期的に資料出版の方針・資料公開の方針 
5. Frederick Anderson (同 1964-79)：1962 年より MTP が独占的な出版権を得る（娘クラらの死去） 
：1971 年より資料公開始まる 
6．Robert H. Hirst (同 1980-   )：1980 年からは学生や院生をはじめ誰でも確実に資料閲覧が可能 
                            : 2002 年からは資料の引用にまったく許可を必要としなくなる 
              : web 上での資料利用もすべて可能化へ（無料化へ）  
 *資料の所有権、著作権、管理権、出版権 
・いかに貴重な資料であれ、大切に保管され、かつまた広く利用されてはじめて価値をもつ。 
  ・資料が平等に行きわたることによって、対等な議論が展開され、やがて興味深い発見が生まれ、知 
の創造が期待される。 
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III. アメリカ文学研究とは？ 
アメリカ文学は、たえず自国の文学の存在を問い続けてきた。かつては「アメリカの知識人にとってさ
えなかなかに深刻であった」この問題は、アメリカ文学がポスト・コロニアル文学であることに起因する
といえよう。つまり「イギリス文学からの独立を目指してきたので、独立を主張し正当化するために、自
らの独特な特徴を強調する傾向があった」（平石貴樹 487）。「日本のアメリカ文学研究者にとって、イギリ
ス文学研究者に取り囲まれた環境の中で、＜アメリカ文学とは何か＞という問いに答えることが、自らの
アイデンティティにかかわっていたのではないか」（同 490）。そして、アメリカ文学史において「文学と
歴史とのダイナミックな関わりを記述しようと試みてきた」（同 500）。 
マシーセンを評する William Caine の見解を紹介しながら村山淳彦はこう記す。[ケインは]「マシーセ
ンの文学研究と社会実践の分裂矛盾をみとがめ、いかに居心地が悪かろうともむしろこの矛盾に真正面か
ら取り組んで、それまで骨に染みついていた審美的な批評理論に対する根本からの見直しの機会とすべき
だった、と論じている」（文学史、92）。ケインがアメリカ文学研究に携わるのは、「アメリカ文学研究を通
じて『人民のために真に身を捧げる民主的な奉仕』をめざす」がゆえである、とも言う。自分の審美的、
知的満足を得ればそれで十分だという開き直りがまかり通りそうな世界で、こういうことを臆せず照れず
言えるのが一部のアメリカ人のすごいところかもしれない」（同 92）。 
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“The Chronicle of Young Satan.” Mark Twain‟s Mysterious Stranger Manuscripts. Ed. William M. 
Gibson. Berkeley: University of California Press, 1969. より引用 
 
1) <It was 1702―May.> Austria was far away from the world, and asleep; it was still the Middle Ages 
in Austria, and promised to remain so forever. Some even set it away back centuries upon 
centuries and said that by the mental and spiritual clock it was still the Age of <Faith> in Austria. 
But they meant it as a compliment, not a slur, and it was so taken, and we were all proud of it.  I 
remember, too, the pleasure it gave me.  
(35; Paine modified the time of the story, originally set in “1702―May,” to “in 1590―winter,” 
which caused all the changes or deletions of the passages indicating time in A Romance edited by 
Paine.) 
 
2)    Soon there came a youth strolling towards us through the trees, and he sat down and began to 
talk in a friendly way, just as if he knew us. But we did not answer him, for he was a stranger and 
we were not used to strangers and were shy of them. He had new and good clothes on, and was 
handsome and had a winning face and a pleasant voice, and was easy and graceful and 
unembarrassed, not slouchy and awkward and diffident like other boys. We wanted to be  
friendly with him. (45) 
 
3) Eseldorf was a paradise for us boys. We were not overmuch pestered with schooling. Mainly we were trained to 
be good <Catholics>; to revere the Virgin, the Church and the saints above everything; to hold the Monarch in 
awful reverence, speak of him with bated breath, uncover before his picture, regard him as the gracious 
provider of our daily bread and of all our earthly blessings, and ourselves as being sent into the world 
with the one only mission, to labor for him, bleed for him, die for him, when necessary. Beyond these 
matters we were not required to know much; and in fact, not allowed to. The priests said that knowledge was 
not good for the common people, and could make them discontented with the lot which God had appointed for 
them, and God would not endure discontentment with His plans. This was true, for the priests got it of the 
Bishop.  
 (36; Gothic types added. Paine deleted all the Gothic types above. He also modified <Catholics> into  
“Christians.”)  
 
 
4) “Two centuries from now” he said, “the Christian civilization will reach its highest mark. Yet its kings will 
still be, then what they are now, a close corporation of land-thieves. Is that an advance? England will be 
prodigious and strong; she will bear the most honorable name that ever a nation bore, and will lose it in a 
single little shameful war and carry the stench of it and the blot of it to the end of her days. To please a 
dozen rich adventurers her statesmen will pick a quarrel with a couple of wee little Christian 
farmer-communities, and send against that half dozen villages the mightiest army that ever invaded any 
country and will crush those little nations and rob them of their independence and their land. She will 
make a noisy pretence of being proud of these things, but deep down in her heart she will be ashamed of 
them and will grieve for her soiled flag—once the symbol of liberty and honor and justice, now the 
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pirate’s emblem.”   
 (156; Gothic types added. Paine deleted all passages above. The proper noun such as “England” was often 
deleted, which would help “a scathing satire” written by Twain turn into “an innocuous romance”.) 
 
5)  
     “No religion exists which is not littered with engaging and delightful comicalities, but the race never 
perceives them. Nothing can be more deliciously comical than hereditary royalties and aristocracies, but 
none except royal families and aristocrats are aware of it.” 
[ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .] 
     “But republics and democracies see, don’t they?” 
     “Oh, no—and never will. [. . .] All forms of government—including republican and democratic—are 
rich in funny shams and absurdities, but their supporters do not see it.” 
     It took him an hour to list a lot of the comicalities which the race is not capable of perceiving, then 
he left off. He said it would take him a month to name the rest. 
     Intercourse with him had colored my mind, of course, he being a strong  
personality and I a weak one; therefore I was inclined to think his position 
correct, but I did not say it. I
・
 only said our race was progressing, and that  
in time its sense of humor would develop to a point where it would enable us 
to perceive many things which we cannot see now. 
  (164-65; Gothic types added. Paine deleted all the passages above.) 
 
6)  
    “Will a day come when the race will detect the funniness of these juvenilities and laugh at them—and by 
laughing at them destroy them? For your race, in its poverty, has unquestionably one really effective 
weapon—laughter. Power, Money, Persuasion, Supplication, Persecution—these can lift at a colossal 
humbug,—push it a little—crowd it a little—weaken it a little, century by century; but only Laughter can blow it 
to rags and atoms at a blast. Against the assault of <Laughter> nothing can stand. You are always fussing and 
fighting with your other weapons: do you ever use that one? No, you leave it lying rusting. As a race, do you 
ever use it at all? No—you lack sense and the courage. Once in an age a single hero lifts it, delivers his blow, 
and a hoary humbug goes to ruin. Before this century closes, Robert Burns, a peasant, will break the back 
of the Presbyterian Church with it, and set Scotland free. I ask you again: will a day come when the race 
will have so developed its humor-perception as to be able to detect the funniness of Papal Infallibility and 
God-subordinating Papal Authority ?” 
       “I think so.” 
       “When?” 
       “Well, not in my time, maybe, but in a century, anyway.” 
       A newspaper flashed into his hand. 
       “Not in two centuries,” he said. “I will prove it. Two centuries from now, a king of Italy will be 
assassinated. [ . . .] Here is a journal which will issue from the press in those days; we may cull from it 
some historical facts in advance of their occurrence; details that are full of hideous humor, but in that day 
the race will be as unconscious of it as it would be to-day.” 
(165-66; Gothic types added. Paine deleted the passages of Gothic types above that include proper nouns such 
as Robert Burns and Scotland, and the passages referring to the Pope. He modified <Laughter> into “laughter.” 
A king of Italy suggests King Humbert I [1844-1900].) 
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